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対策委員会の報告



対策委員会の報告（１）

• 平成１８年１２月から平成２０年３月にかけて、
１５回の対策委員会と７回の専門部会を開催
した。

• 平成２０年４月９日に対策委員会委員長から
知事に委員会報告（答申）が提出された。



対策委員会の報告（２）

• 対策委員会ではＡ１、Ａ２、Ｂ１、Ｂ２、Ｃ、Ｄ、Ｅ
の７つの案について審議された。

【対策案の概要】



対策委員会の報告（３）

• 対策委員会（１８名）で複数の委員が推奨し
た案は、Ａ２案（８名が推奨）とＤ案（７名が推
奨）であった。

• もっとも推奨者の多かったＡ２案が「対策委員
会が推奨すべき案」として報告された。

【対策委員会の推奨案】



A ― 2 案
【全量撤去＋処理土再利用埋戻案】

工期 約１３年

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約２４３億円

（ｲﾆｼｬﾙ236億円、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ7億円(30年））



A-２案の掘削手順（掘削・埋め戻し並行施工）



A-２案の掘削手順（掘削・埋め戻し並行施工）

掘 削埋め戻し

埋め戻しは廃棄物の土砂を再利用
※掘削ヤードにテント設置が困難



B-1案 工期 約３年

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約４５億円（ｲﾆｼｬﾙ32億円、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ13億円(30年））



B-2案 工期 約３年

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約５２億円（ｲﾆｼｬﾙ39億円、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ13億円(30年））



Ｄ 案
工期 約３年＋α ※B-1案ベースの場合

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約４５億円＋α ※｢＋α｣は有害物掘削除去にかかる工期､コスト



Ｅ 案
工期 約４年

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約８９億円（ｲﾆｼｬﾙ67億円、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ22億円(30年））



対策委員会報告をうけての

県の検討結果



対策委員会報告をうけての県の検討結果（１）

• 対策委員会でとりまとめられた「基本方針」に
もとづき、県として実施すべき対策工を選定し
た結果、「Ｂー１案をベースとしたＤ案」を基本
に実施計画案を策定することとした。



対策委員会報告をうけての県の検討結果（２）

【各案の比較】

×○○×実行性の確保、支援⑧

△×△○廃止基準のクリア⑦

○○○○緊急対策・恒久対策⑥

×△△×周辺影響⑤

○○○○対策工の構成④

×○○×代執行事業③

×○○×効果的合理的経済的②

○△△○住民同意①

Ｅ案Ｄ案（B2）Ｄ案（B1）Ａ２案基本方針

○：可 △：課題あり ×：不可



県が基本とする対策工の概要



D案（B-1案ベース）
【原位置浄化＋有害物掘削除去案】

「有害物掘削除去」の詳細に
ついては今後つめる

工期 約３年＋α

ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ 約４５億円＋α

（ｲﾆｼｬﾙ32億円＋α、ﾗﾝﾆﾝｸﾞ13億円）



今後のスケジュール(案)
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